
　

三
月
三
十
一
日
付
を
も
っ
て
六

年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
四

賀
公
民
館
長
を
退
任
い
た
し
ま

し
た
。
皆
様
に
は
、
六
年
間
の
公

民
館
事
業
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
面
で
ご
尽
力
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
と
の
出

会
い
、
交
流
が
私
の
大
き
な
財

産
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
社
会
教
育
法
に
基

づ
き
、
地
域
住
民
の「
学
習
の
場
」

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
来
て
お

り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
、

自
由
に
公
民
館
に
顔
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
何
で
も
話
せ
る
場
、

住
民
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
子
供
の
数
は
減
少
し

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
が
公
民
館
事
業

等
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
こ
の
四

賀
地
区
を
離
れ
て
も
「
心
の
ふ

る
さ
と
」
と
な
り
、
将
来
、
何

ら
か
の
形
で
四
賀
の
地
域
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
い
る
姿
を
描
き
な

が
ら
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　

初
夏
の
陽
気
に
晴
男
女
が
そ
ろ

い
ま
し
た
。
勘
違
い
し
た
遅
刻
者

一
人
い
ま
し
た
が
中
ノ
陣
跡
ま
で

バ
ス
で
移
動
し
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し

て
横
内
さ
ん
の
案
内
で
登
り
始
め

ま
し
た
。
登
口
の
湧
水
・
薄
桃
色

の
綺
麗
な
山
桜
・
黄
色
の
壇
香
梅

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
坂

道
は
落
ち
葉
・
松
葉
で
足
元
が
滑

り
、竹
杖
を
つ
い
て
も
難
儀
し
ま
す
。

岩
屋
堂
で
御
参
り
し
横
内
さ
ん
か

ら
お
賽
銭
5
円
を
戴
き
一
緒
に
お

経
を
唱
和
。
山
頂
は
さ
す
が
に
四

賀
の
名
峰
に
て
、
四
方
八
方
素
晴

ら
し
い
景
観
で
す
。
晴
天
過
ぎ
て

遠
く
が
霞
ん
で
い
た
の
と
、
周
り

の
高
い
木
々
が
邪
魔
で
残
念
で
し

た
。
記
念
写
真
を
撮
っ
て
か
ら
岩

井
堂
方
面
へ
下
山
。
腿
が
張
っ
て

き
ま
し
た
。
ほ
そ
ば
ら
で
蕎
麦
を

食
し
、
30
余
年
振
り
4
度
目
の
虚

空
蔵
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。
機
会

を
設
定
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
家
族
一
緒
に
来
て
み
た

い
で
す
ね
。�（
寄
稿 

久
保
節
夫
さ
ん
）

　

新
緑
も
色
を
深
め
清
々
し
い
活

動
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
四
月
よ
り
四
賀
公
民
館
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な

り
ま
し
た
藤
松
正
之
で
す
。

　

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
責
務
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
こ
の

四
賀
地
区
を
よ
り
住
み
良
い
場
所

へ
実
現
し
て
い
く
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　

現
在
四
賀
地
区
は
少
子
高
齢

化
の
進
展
が
著
し
く
、
地
域
外
へ

の
就
労
が
多
い
た
め
、
地
域
活
動

へ
の
参
加
や
関
心
の
低
下
も
見
う

け
ら
れ
、
担
い
手
不
足
な
ど
も
深

刻
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
実
の
中
で
公
民

館
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
非
常
に
苦
慮
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
夏
祭

り
な
ど
に
は
こ
ん
な
に
四
賀
に
人

が
い
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
活
況
を

呈
し
ま
す
。
人
口
は
減
っ
て
い
て

も
ま
だ
ま
だ
多
く
の
人
が
暮
ら
し

て
い
る
ん
だ
と
実
感
し
ま
す
。
球

技
大
会
や
駅
伝
大
会
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
さ
ら
に
四
賀

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
も
ま
だ
ま
だ

多
く
の
方
が
参
加
し
ま
す
。

　

四
賀
に
は
先
輩
方
が
築
き
上

げ
守
り
育
て
た
多
く
の
公
民
館
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
文
芸
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
団
体
や
サ
ー
ク
ル
活
動
も
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
多
く
の

方
た
ち
が
頑
張
っ
て
支
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
守
り
、
さ

ら
に
盛
り
上
げ
て
ゆ
く
こ
と
も
重

要
な
責
務
と
考
え
ま
す
。
四
賀
に

は
ま
だ
多
く
の
活
力
が
埋
も
れ
て

い
て
、
新
た
な
担
い
手
と
な
る
人

も
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
若
者
も
混
じ
え
た
色
々

な
新
し
い
試
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
様
々
な
思
い
を
実
践
す
る
行

動
力
は
新
し
い
四
賀
を
模
索
す
る

頼
も
し
い
動
き
で
す
。

　

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
、
公
民

館
も
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

町
会
連
合
会
、
町
内
公
民
館
、

福
祉
ひ
ろ
ば
さ
ら
に
社
会
福
祉
協

議
会
の
皆
様
と
共
に
力
を
合
わ
せ

「
誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
に
満
ち
足
り

た
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
住
み
良

い
四
賀
」
を
目
指
し
活
動
し
て
い

く
所
存
で
す
。
住
民
の
皆
様
の
ご

参
加
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

前公民館長
百瀬　光男

四賀公民館長
藤松　正之

満
ち
足
り
た
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る

�

住
み
よ
い
四
賀
を
目
指
し
て

退
任
あ
い
さ
つ
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甕　

正
佳　
　
　

鳥
羽
敬
二

　

有
賀
江
美
男　
　

小
口
喜
恵
子

　

高
橋
千
代
美　
　

瀧
澤
長
子

　

市
川
益
甫　
　
　

柏
原　

章

　

小
林
康
男　
　
　

和
田
孝
志

　

藤
原
亨
大　
　
　

降
籏
秀
明

　

小
林
吉
文

◆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

◎
関
口
秀
徳　

○
山
田
光
子

　

坪
田
芳
子　
　

本
木
智
恵
子

　

児
玉
り
え　
　

中
澤
恵
利
子

　

草
田
美
子

◆
文
化
委
員
会

◎
佐
々
木
清
夫　

○
斉
藤
一
徳

　

瀧
澤
長
子　
　
　

竹
内
政
恵

　

横
内
怜
子　
　
　

小
林
雅
子

　

常
田
兼
弘　
　
　

横
山
健
治

　

中
嶋
正
吾　
　
　

小
幡
邦
夫

　

小
林
康
男

�

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

�

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

町会長･町内公民館長･体育部長名簿 ◎地 区 会 長
○４ブロック会長
　　（敬称略）

令和元年度

2019年度
　

公
民
館
事
業
の
企
画
立
案
・

運
営
を
し
て
い
た
だ
く
、
四
賀

公
民
館
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
運
営
委
員
会

◎
大
澤
好
市　
　

○
小
林
康
男

　

佐
々
木
清
夫　
　

市
川
明
仁

　

中
嶋　

博　
　
　

関
口
秀
徳

　

山
岸　

忍　
　
　

瀧
澤
長
子

　

和
田
孝
志　
　
　

常
田
兼
弘

◆
館
報
編
集
委
員
会

◎
中
嶋　

博　
　

○
小
沢
幸
子

　

松
村
京
子　
　
　

溝
口
清
水

　

草
田
章
夫　

◆
体
育
委
員
会

◎
市
川
明
仁　
　

○
望
月　

剛

　

岩
渕
満
喜
子　
　

麻
生
仁
志

　

上
田
剛
史　
　
　

青
木
美
枝

　

横
山
健
治　
　
　

小
口
正
盛

四
賀
公
民
館
委
員

四
賀
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
長　

胡
桃
澤
伸
一

　

課
長
補
佐　
　

増
田　

香

　

主　
　

査　
　

佐
藤
和
彦

　

職　
　

員　
　

久
保
田
洋
子

　
　

横
山
栄
子　

川
久
保
友
美

　

結
婚
相
談
員　

海
野
寿
子

　

生
活
支
援
員　

市
川
洋
子

健
康
づ
く
り
課

北
部
保
健
セ
ン
タ
ー（
四
賀
担
当
）

　

保
健
師　
　
　

渡
辺
純
唯

農
政
課 

生
産
振
興
担
当（
四
賀
農
林
担
当
）

　

課
長
補
佐　
　

山
田
秀
明

　

担
当
係
長　
　

降
籏　

優

　

主　
　

査　
　

竹
内
則
義

　

職　
　

員　
　

米
倉
丈
博

維
持
課 

管
理
担
当（
地
籍
調
査
）

　

課
長
補
佐　
　

柏
原
秀
昭

　

職　
　

員　
　

大
久
保
博
勝

　

職　
　

員　
　

小
林
隆
彦

 
職
員
紹
介

町会名 町会長 公民館長 体育部長

反 町 本木　秀男 丸山　春寿 本木　　昇
刈谷原町 小林　昭雄 小林　亮一 望月　　剛
七 嵐 ◎ 大澤　好市 〇 横山　健治 山越　隆夫
赤怒田 降旗　榮道 竹川　正人 高橋　達郎
殿野入 齋藤　兵一 藤井　代道 〇 小林　吉文
保福寺町 山口　昭次 三浦　寿男 太田　孝臣
小岩井 倉科　　孝 増田　俊治 西澤　智明
両 瀬 川窪　勝彦 川窪　勝彦 川窪　勝
金 井 〇 小宮山　司 小宮山栄造 柳沢　保司
原 山 山岸　　健 丸山　一郎 倉科　勝美
横 川 霜田　俊司 三間　五男 〇 藤原　亨大
会 吉 穂高　憲一 山岸喜美男
矢 久 望月　　清 望月　　清 召田　正悟
召 田 中島　　豊 〇 中嶋　正吾 中嶋　清登
長 越 中村　健治 中村　健治
藤 池 丸山　春樹 中嶌　一夫 杉原　正明
穴 沢 岩下　　泉 岩下　　泉 長岩　幸正
取 出 太田　安昭 藤森　武利 降旗　喜一
板 場 山田　幸弘 髙木　　繁 本木　　豊
宮 本 山田　常一 山田　常一 百瀬　　巧
本 町 〇 大河内忠則 金井　治夫 大河内浩明
新 町 宮川　　昇 中沢　寿男 高木　伸一
岩井堂 小幡　邦夫 〇 小幡　邦夫 〇 降籏　秀明
西 宮 久保　節夫 赤羽　仁志 徳久　　欣
落 水 藤松　正之 桐原　聖年 藤松　　秀
井 刈 〇 百瀬　光男 ◎ 小林　康男 内川　征則
執田光 丸山　　修 丸山　　修 ◎ 和田　孝志

　

市
は
、
介
護
保
険
制
度
に
基
づ

く
生
活
支
援
体
制
の
整
備
を
目
的

と
し
て
、
平
成
三
一
年
度
（
令
和

元
年
度
）
か
ら
四
年
間
で
生
活
支

援
員
を
市
内
三
五
地
区
順
次
配
置

し
ま
す
。
四
賀
地
区
は
、
こ
の
四

月
か
ら
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
概

要
は
、
地
域
と
行
政
な
ど
関
係
機

関
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
（
支
え
合
い
の
仕
組

み
）、
高
齢
者
等
を
対
象
に
し
た
地

域
づ
く
り
の
推
進
に
一
体
的
に
図
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

生
活
支
援
員
と
は
、
地
区
内
で

生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

等
の
情
報
を
収
集
し
「
通
い
の
場
」

や
「
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
」
の
中
か
ら
ニ
ー
ズ
に
適
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
り
、
地

域
の
担
い
手
や
人
材
育
成
の
支
援

を
行
う
も
の
で
す
。

▼
元
号
が
令
和
に
変

わ
り
ま
し
た
。
平
成
の

三
〇
年
と
四
か
月
の
出

来
事
を
先
号
で
振
り

返
り
ま
し
た
が
、
昭
和

が
ま
す
ま
す
遠
い
時
代

と
な
っ
て
し
ま
い
、
還

暦
間
近
の
身
と
し
て

は
、
時
の
流
れ
の
あ
ま

り
の
速
さ
に
慄
く
ば
か
り
で
す
。

▼
以
前
は
時
の
流
れ
は
も
っ
と
ゆ
っ

く
り
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
自
然

も
事
象
も
こ
ん
な
に
劇
的
な
変
化

が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
あ
ま
り
の
移
り
変
わ
り
の
速

さ
に
慌
て
て
い
ま
す
。

▼
二
〇
〇
〇
年
問
題
と
騒
い
で
い
た

平
成
十
一
年
、
例
外
中
の
更
に
例

外
（
四
百
年
に
一
度
）
だ
っ
た
う
る

う
年
の
平
成
十
二
年
、
子
供
の
こ

ろ
夢
物
語
だ
っ
た
二
十
一
世
紀
を
迎

え
た
平
成
十
三
年
。
本
当
に
劇
的

な
時
代
が
平
成
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ｉ
Ｔ
）
の
進

化
と
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
消
滅
が
驚
愕

で
す
が
、
内
燃
機
関
エ
ン
ジ
ン
の

自
動
車
も
消
滅
し
、
自
動
運
転
や
、

ド
ロ
ー
ン
の
技
術
で
空
飛
ぶ
車
さ
え

実
現
し
そ
う
で
す
。「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
か
ら
っ
ぽ
の
洞
窟
」
と
言
わ

れ
た
黎
明
期
の
二
十
数
年
前
か
ら
、

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
し
で
は
生

活
に
支
障
が
出
る
時
代
で
す
。
こ

れ
か
ら
始
ま
る
令
和
と
い
う
時
代

に
は
一
体
何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

四
賀
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば

　

職　
　

員　
　

中
澤
恵
利
子

　
　
　
　
　
　
　

瀧
澤
礼
子

四
賀
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院　
　

長　
　

家
田
正
寿

　

院
長
補
佐　
　

望
月
太
郎

　

事
務
長　
　
　

本
木　

昇

　

看
護
師
長　
　

横
山
一
美

　

看
護
師　
　
　

久
保
田
竜
也

　
　

赤
羽
泰
子　

倉
科
瑞
恵

　

臨
床
検
査
技
師　

桐
山
貴
之

　

薬
剤
師　
　
　

春
日
元
男

　

薬
剤
師
補
助　

竹
内
ヨ
ミ
子

　

放
射
線
技
師　

関　

利
明

　

医
療
事
務　
　

上
條
千
英

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
久
美
子

　

事
務　
　
　
　

髙
木
佳
代
子

四
賀
公
民
館

　

館　
　

長　
　

藤
松
正
之

　

公
民
館
主
事　

深
澤
勝
彦

　

職　
　

員　
　

藤
原
明
日
花

生
活
支
援
員
が

配
属
さ
れ
ま
し
た

四賀支所にいます！

四賀地区担当

渡辺 純唯保健師

お気軽に
ご相談ください。

６月　３日月　午前
12日水　午前

　　18日火　午前
　　21日金　午前
　　24日月　全日
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湧 き 水


